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ぴゅあ富士主催講座れぽーと

「ぴゅあ富士フェスティバル2019」記念講演会

子育ては誰でも初心者 ! ～ 音楽と共に歩んだ～「子育て奮闘記」
 　　　講師　前田　タクヤさん（音楽家、「全国和太鼓天野流」最高位師範、やまなし大使）

　　　　　　　　 大嶽　香子さん（音楽家、やまなし大使）

10月6日（日）　ぴゅあ富士 大研修室

　ぴゅあ富士フェスティバル２０１９において、『子育ては誰
でも初心者 ! ～ 音楽と共に歩んだ～「子育て奮闘記」』と題し
て開催されました、音楽家の前田タクヤさん・大嶽香子さん
ご夫妻の講演内容をレポートします。

　お二人は、2009 年より音楽ユニット『風カヲル時』として
現在活動中で、2015 年より山梨県教育委員会幼児教育番組「子
育て日記」に夫婦でレギュラーコメンテーターとして活躍さ
れています。また、お二人とも 2018 年より「やまなし大使」
に任命され、県内外で山梨のＰＲ活動にも尽力されています。
　お二人の掛け合いでスタートした今回の講演会。「子育てに
関して心がけていることは？」の問いかけに、「目線を合わせ
て子どもの話しを聞くこと」と「スキンシップを大切にして
いること」と話されていました。
　仕事柄、家でも音楽の仕事をしていることが多く、仕事と
子育てのボーダーラインが難しくなり、ついつい作業をしな
がら子どもに対して曖昧な返事になってしまうことが多いと
のことです。しっかりと目線を合わせて子どもの話しを聞い
てあげることが、家庭での子育てにおいてとても大切なこと
だと感じたそうです。また、時間がとれれば、なるべく一緒
に遊ぶ事や触れ合うことなどのスキンシップをとるように心
がけているそうです。そ
のことにより、お子さん
とのコミュニケーション
がとれ、子育てが円滑に
行くということも話され
ていました。

　「子育ては、誰でも初心者」とタイトルにあるように、ご夫
妻も初めは子育て初心者で、何も分からないところから始ま
りましたが、近くの子育て経験者からアドバイスをいただい
たことや子育て日記のコメンテーターを経験していく中で、
いろいろなことを学んでいったそうです。また、三世代同居
をしているので、仕事などで何日も家を空けたときにも心配
せずに出かけられることは、非常に感謝しているとのこと。
そして、土地柄なのか地域のつながりも強く、近所の方に助
けてもらいながら、子育てが出来たことも良かったと話され
ていました。隣にどのような人が住んでいるのかわからない
という方が多い昨今、非常にうらやましい環境であると感じ
ましたし、大切なことだと思いました。

　家事の分担についても話されました。ご夫婦で音楽家をさ
れているので、どちらが何を担当というのがあまりなく、そ
の日家にいた人が家事を行なうことを具体的な事例も交えて
話していただきました。日本では、諸外国に比べて女性の家
事負担割合が高い中、夫婦の家事分担を成功させるためには、
会話とコミュニケーションを良好にし、夫婦が互いに感謝し
ながら協力し合うことが大切だと思いました。また、家事に
完璧を求めすぎないことが家事分担を長続きする秘訣でしょ
うか。

　音楽ユニット「風カヲル時」で一緒に演奏をされている岩
間龍山さん ( 尺八 ) が特別ゲストとして登壇され、講師の前田
さん（ドラム・パーカッション）、大嶽さん（キーボード）と
三人での演奏が組み込まれていました。
　音楽が始まるとみなさんステージに注目し、素晴らしいラ
イブの迫力に惹きつけられていました。講演の中で、前田さ
んから、太鼓を教えるときに心がけていることは「一生懸命
する楽しさを教えている」とのお話がありました。その言葉
通り、楽しさ溢れる演奏で、会場とステージとの “ 一体感 ”
が素晴らしかったですね。この音楽が講演の合間に入ったこ
とにより、子育てと音楽の楽しさが参加者に絶妙に伝わり、
講演のテーマにそった内容になっていたと感じました。

　講演会を通して感じたことですが、子育てに対して、より
私たちの目線に近い立場でお話ししていただき、時にはかな
りプライベートのことまでお話しを聞けたことで、親しみや
すく、またすぐに実践できるヒントや気づきも多く、非常に
参考になりました。
　また、今日から実践していけることも多く、演奏も聞かせ
ていただき贅沢な時を過ごさせていただきました。
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おいしいお茶と日替わりランチ　ぴゅあ総合 1 階　マンマ ・ ゴッソ

日 替 わ り ラ ン チ ￥ 8 5 0 、 パ ス タ / カ レ ー ￥ 9 0 0 ～ 、 ド リ ン ク ￥ 3 0 0 ～ 　 お 弁 当 の 予 約 も お 受 け し ま す 。
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◆山梨県 県民生活・男女参画課からのおしらせ◆

募集内容
◇任  期 2 年(令和 2 年 5 月から令和 4 年 5 月まで) 
◇応募資格 県内在住の 20 歳以上の男女(令和 2 年 4 月 1 日現在) 

(常勤の公務員などは除きます。詳しくは県 HP をご覧下さい) 
◇役  割 年 2~4 回程度開催される審議会で､男女共同参画の推進に関する重要事項について調査･審

議を行います｡ 
応募方法
◇応募期間 令和 2 年 2 月 3 日(月)～3 月 2 日(月) 
◇提 出 物 ①応募用紙 ②800字程度の作文(応募された作文は返却しません｡著作権は山梨県に帰属します。） 

テーマ「男女共同参画社会の実現に必要なこと」 
◇応募方法 ①②の書類を郵送(消印有効）または、電子メールで提出してください。     

メールでの応募については、県から返信があった場合を、応募があったものとみなします。
応募用紙は、県 HP、各地域県民センター､山梨県立男女共同参画推進センターにあります。 

◇選考方法 応募いただいた作文を選考委員会において選考の上、決定します。 
選考結果は、応募者本人に通知いたします。 

応募・問合せ先
山梨県 県民生活部 県民生活・男女参画課  〒400-8501 甲府市丸の内 1-6-1 

         TEL：055-223-1358  FAX：055-223-1320  E-mail：kenmin-skt@pref.yamanashi.lg.jp 
★詳しくは、電話でお問い合わせ頂くか、県 をご覧下さい★


